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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 17,768 4.1 5,169 0.6 4,604 1.2 3,034 36.0
25年3月期第2四半期 17,073 1.5 5,139 △0.3 4,551 △0.6 2,230 10.6

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 5,528百万円 （364.6％） 25年3月期第2四半期 1,189百万円 （13.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 26.02 ―
25年3月期第2四半期 19.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 314,209 130,924 41.3
25年3月期 312,613 126,391 40.0
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  129,722百万円 25年3月期  124,955百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 5.50 ― 6.00 11.50
26年3月期 ― 6.00
26年3月期（予想） ― 6.00 12.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 3.8 9,900 0.7 8,600 1.1 5,100 4.5 43.73



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 116,851,049 株 25年3月期 116,851,049 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 220,095 株 25年3月期 219,493 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 116,631,238 株 25年3月期2Q 116,632,172 株



 

○添付資料の目次 
 

１．当四半期決算に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

（１）経営成績に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

（２）財政状態に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

  

３．四半期連結財務諸表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

（１）四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

   四半期連結損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

   四半期連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

   （継続企業の前提に関する注記）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

   （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

   （セグメント情報等）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

 

1

ダイビル㈱ (8806) 平成26年3月期 第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、各種政策を背景に、企業収益の改善や非製造業を中心に設備投

資に持ち直しの動きが見られました。 

オフィスビル業界におきましては、東京・大阪各ビジネス地区の空室率は緩やかな改善の兆しが見られました

が、依然として高止まりで推移し、賃料水準の回復までは至っておりません。 

こうした状況の下で、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、競合ビルとの差別化を目指し、ビ

ル管理品質向上活動を推進することで「ダイビルならでは」のテナントサービスに努めました結果、全体とし

て高水準の入居状況を確保することができました。 

本年５月には、新中期経営計画「“Design 100”プロジェクト Phase-Ⅰ」を発表しました。東京都心３区を

中心とした優良なアセットへの投資や、ベトナムにおける高品質オフィスビルの開発等を重点投資分野と定め、

５年間の投資総額１，０００億円とする成長戦略を掲げております。本計画の下、保有アセットの競争力強化

のため、「日比谷ダイビル」及び「三田日東ダイビル」のリニューアル工事に着手しました。また、諸部門に分

散していた広報・広告・宣伝活動を、本年６月に新設した「広報室」へ一元化し、さらに戦略的に推進してお

ります。 

本年７月には「ダイビル本館」の商業ゾーンがグランドオープンし、日本初出店など、個性あふれる店舗が

営業しております。また、本年８月には当社本店を「ダイビル本館」に移転し、創業の地に戻りました。なお、

「ダイビル本館」に続く大型ビル「新・新ダイビル（仮称）」につきましては、平成２７年３月竣工予定で建築

工事は順調に進捗しており、テナント誘致も着実に進んでおります。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①土地建物賃貸事業 

  前連結会計年度に稼働した「ダイビル本館」の通期寄与により、売上高は１３，４９７百万円と４６９百万

円（前年同期比３．６％）の増収となりました。費用面では、「ダイビル本館」の減価償却費等が増加し、営業

利益は５，４０７百万円と１百万円（前年同期比０．０％）の増益となりました。 

 ②ビル管理事業 

  前連結会計年度に子会社化した㈱丹新ビルサービスの収益寄与により、売上高は４，１０４百万円と２８７

百万円（前年同期比７．５％）の増収となり、営業利益は３０２百万円と６百万円（前年同期比２．１％）の

増益となりました。 

 ③その他 

工事請負高の減少等により、売上高は１６６百万円と６１百万円（前年同期比２７．１％）の減収となりま

したが、営業利益は工事管理料の増加等により、８４百万円と２３百万円（前年同期比３９．０％）の増益と

なりました。 

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は１７，７６８百万円と６９４百万

円（前年同期比４．１％）の増収、営業利益は５，１６９百万円と３０百万円（前年同期比０．６％）の増益

となりました。 

 

営業外損益では、営業外収益その他が増加したこと等により、経常利益は４，６０４百万円と５２百万円（前

年同期比１．２％）の増益となりました。 

なお、特別損益としましては、当第２四半期連結累計期間は特別損失として建替関連損失および固定資産除

却損計７０百万円を計上いたしました。一方、前年同期は特別利益として投資有価証券売却益１５４百万円、

特別損失として建替関連損失、投資有価証券評価損および固定資産除却損計８１４百万円を計上いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の純利益は３，０３４百万円と８０４百万円（前年同期比３６．０％）

の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて１，５９６百万円増加し、

３１４，２０９百万円となりました。主な要因は、流動資産その他の減少（１，０５０百万円）、減価償却等

による建物及び構築物の減少（２，１８３百万円）、新・新ダイビル（仮称）新築工事に伴う建設仮勘定の増

加（１，６３３百万円）、無形固定資産その他の増加（６２７百万円）、株価の回復に伴う投資有価証券の増

加（２，５０８百万円）であります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて２，９３７百万円減少し、

１８３，２８４百万円となりました。主な要因は、有利子負債の減少（３，３７７百万円）および繰延税金負
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債の増加（８９３百万円）であります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて４，５３３百万円増加し、

１３０，９２４百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加（２，３３４百万円）、その他有価証券

評価差額金の増加（１，６３９百万円）および為替換算調整勘定の増加（７９４百万円）であります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は４，２１９百万円となり、前連結会計年度末に

比べて２５５百万円減少いたしました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、６，７６８百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益

が増加したことに加え、未払又は未収消費税等の増減額が増加したこと等により、得られた資金は前年同期に

比べて２，１７５百万円増加いたしました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、２，６６５百万円の支出となりました。主なものは「新・新ダイビ

ル（仮称）」新築工事等に伴う有形固定資産の取得による支出であり、使用した資金は前年同期に比べて

４，１１１百万円減少いたしました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、コマーシャル・ペーパーの減少および配当金の支払等により、

４，３７３百万円の支出となりました。なお、前年同期は、長期借入れによる収入等により１，４８０百万円

の収入でした。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２５年４月３０日公表の数値を修正しておりません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,757 4,440

営業未収入金 874 865

たな卸資産 44 47

繰延税金資産 413 369

その他 1,183 133

貸倒引当金 △7 △9

流動資産合計 7,266 5,847

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 99,055 96,871

土地 148,738 148,738

信託土地 31,231 31,231

建設仮勘定 1,290 2,923

その他（純額） 585 607

有形固定資産合計 280,901 280,372

無形固定資産   

のれん 1,390 1,504

その他 5,301 5,928

無形固定資産合計 6,692 7,433

投資その他の資産   

投資有価証券 16,007 18,515

繰延税金資産 90 74

その他 1,671 1,982

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 17,751 20,555

固定資産合計 305,346 308,362

資産合計 312,613 314,209
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 22,755 12,935

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

コマーシャル・ペーパー 2,000 －

未払法人税等 1,555 1,470

役員賞与引当金 43 －

その他 4,381 4,282

流動負債合計 40,735 28,688

固定負債   

社債 70,000 70,000

長期借入金 33,557 42,000

受入敷金保証金 26,302 26,179

繰延税金負債 5,136 6,029

再評価に係る繰延税金負債 9,338 9,338

退職給付引当金 529 520

役員退職慰労引当金 431 323

その他 191 204

固定負債合計 145,486 154,596

負債合計 186,222 183,284

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 80,951 83,286

自己株式 △142 △143

株主資本合計 106,890 109,223

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,615 8,255

土地再評価差額金 10,879 10,879

為替換算調整勘定 570 1,364

その他の包括利益累計額合計 18,065 20,498

少数株主持分 1,435 1,202

純資産合計 126,391 130,924

負債純資産合計 312,613 314,209
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業収益 17,073 17,768

営業原価 10,453 11,117

営業総利益 6,620 6,651

販売費及び一般管理費 1,481 1,482

営業利益 5,139 5,169

営業外収益   

受取利息 26 24

受取配当金 193 188

その他 8 40

営業外収益合計 228 253

営業外費用   

支払利息 793 808

その他 22 10

営業外費用合計 816 818

経常利益 4,551 4,604

特別利益   

投資有価証券売却益 154 －

特別利益合計 154 －

特別損失   

建替関連損失 401 5

投資有価証券評価損 391 －

固定資産除却損 21 65

特別損失合計 814 70

税金等調整前四半期純利益 3,892 4,533

法人税、住民税及び事業税 1,588 1,520

法人税等調整額 29 △81

法人税等合計 1,618 1,438

少数株主損益調整前四半期純利益 2,273 3,094

少数株主利益 43 60

四半期純利益 2,230 3,034
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,273 3,094

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,191 1,639

為替換算調整勘定 107 794

その他の包括利益合計 △1,083 2,433

四半期包括利益 1,189 5,528

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,146 5,467

少数株主に係る四半期包括利益 43 60

7

ダイビル㈱ (8806) 平成26年3月期 第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,892 4,533

減価償却費 2,816 3,152

のれん償却額 29 52

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44 △43

退職給付引当金の増減額（△は減少） 36 △97

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32 △107

受取利息及び受取配当金 △220 △213

支払利息 793 808

投資有価証券売却損益（△は益） △154 －

建替関連損失 401 5

投資有価証券評価損益（△は益） 391 －

固定資産除却損 21 65

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △302 △135

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 4 △1

売上債権の増減額（△は増加） △72 9

たな卸資産の増減額（△は増加） △2 △2

仕入債務の増減額（△は減少） △102 △128

未払又は未収消費税等の増減額 △243 1,149

その他 34 △66

小計 7,247 8,980

利息及び配当金の受取額 220 213

利息の支払額 △803 △817

法人税等の支払額 △2,071 △1,608

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,593 6,768

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,960 △3,021

建替関連費用の支払額 △401 －

投資有価証券の売却による収入 182 －

定期預金の預入による支出 － △209

定期預金の払戻による収入 － 306

長期貸付けによる支出 △5 －

長期貸付金の回収による収入 13 26

その他 △604 232

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,776 △2,665

財務活動によるキャッシュ・フロー   

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △1,500 △2,000

長期借入れによる収入 5,000 20,000

長期借入金の返済による支出 △1,377 △21,377

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △641 △699

少数株主への払戻による支出 － △293

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,480 △4,373

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △696 △255

現金及び現金同等物の期首残高 5,087 4,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,391 4,219
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 24 年４月１日 至 平成 24 年９月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 13,028 3,817 16,845 228 17,073 － 17,073

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 49 864 913 - 913 △913 －

計 13,077 4,681 17,759 228 17,987 △913 17,073

セグメント利益 5,406 295 5,702 61 5,763 △624 5,139

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△624 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△627 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年９月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 13,497 4,104 17,602 166 17,768 － 17,768

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 50 979 1,030 0 1,030 △1,030 －

計 13,548 5,084 18,632 166 18,798 △1,030 17,768

セグメント利益 5,407 302 5,709 84 5,794 △625 5,169

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△625 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△636 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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